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3.2 「生命の起原」解明に向けて

DNAやRNAの要素であるヌクレオチドから出発するシナリオにいたってはさらに悲観的

である.核酸塩基が自然界で合成されたとしてもりボースは簡単には合成されない.デオキシリ

ボースにいたっては冑然界では合成されないと思われている. RNAは酵素機能も持つという発見

に触発されたRNAワールド仮説が一時生命の起原を解き明かす鍵であるとされていたが、自然界

で手に入れにくい材料がどうしてはじめに選ぱれたのかは理解しがたい. RNAワールドが生命の

進化の一時期に存在したとしても、それに導いたのは豊富に存在したアミノ酸を原料とした蛋白質

ワールドであると考えたほうが自然でなかろうか

とはいえ、 20種類のアミノ酸を様々な環境で反応させてみたところで意味のあるたんぱ

く質が出来てくる確率はきわめて小さい.地球が生まれてから、生命の痕跡力靖忍められると言われ
ている化石生物が出現するまでの、生命の発生準備期問は最短でも5億年に及ぶと予想されている

そのような長い時間をかけて作られた原始生命を、試験管の中で作れると考えるのは無謀である

そのうぇ我々は地球の初期条件すらよくわかっていない.そこで、生命起原の研究は勢いひらめ

きゃ勘に頼って予想した初期条件や環境のもとで実験を進めることになりがちだが、その結果がど
う出たとしてもそれが本当に地球上の生命の起原と関係するかどうかを断定することは出来ない
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3.2.3 先ずは答えからはじめよう

生命の起原を論じるときいつも繰り返される問いに生命とは何かという問題がある.ぼんやり

と生命とは何かを知っているつもりでも改めて考えてみると簡単に答えられるものではない.誰で

も一言で答えられないことは確かであるが、といって複数の条件をあげだすとその必要十分性に自

信が持てない.我々のグループのメンバーである飯田によりあげられた60あまりの条件をひとつの

目安として生命がどれほどの確率でこの地球上に現れたかを考えてみることも出来るが、 60あまり

の条件全てを5億年の時間内に獲得する確率は、各事象がすべて独立に起こると仮定したもっとも単

純な仮定のもとでは個々の条件を獲得する確率の積で与えられる.たとえ各過程が何の困難もなく

起こるとしてもはり小さい数(たとえば09)を60も掛けるとゼロに近いものとなることは容易に予
想、できる.生命はこの地球上でたまたま一度だけ起こった奇跡であるという説は根強く存在する

この論理を回避するひとつの手立てとして考えられる仮定は、将来生命となるべき物質が

進化過程で獲得した重要な性質として自己増殖の機能を何度か取り込むことであろう.いったんそ

のような機能を獲得すると、確率は単純な積とはならず各過程での密度分布を老える必要があり、

計算はより複雑なものにはなるが、少なくとも確率の大幅な増大が見込まれる.しかし、そのよう

な自己複製機能を持つ中問体の構造も決して単純なものではなく、そこに至る過程すらそう簡単に

起こるものではないであろう.やはり原料から白然的に構成しようというまじめな実験ではいつ実

始めから進むのではだめなら終わりから後戻りするのはどうだろうか現できるかわからない

コロンブスの卵や因数分解のように答えから逆に問題を眺めれば簡単に理解できる問題は多い

現存するたんは゜くを少しずつ分解していくとどこかで自己複製する中問過程のたんは゜く質に行き当

たらないだろうか.そのようなたんは゜くは寿命が長いから分解生成物の分布に特徴的な痕跡を残す

に違いない.答えからはじめよう、そう考えたわけである.しかし、当然だがこの話はいくつか

の希望的観測で積み上げられている.たんは゜くの構造はDNAの塩基配列が決めているのである

DNAの助けを借りずどうしてたんは゜くが遺伝的機能を持ち得るのか.それに、現存するたんは゜く

はそれぞれ固有の機能を持っている.が、自己触媒的機能があるたんは゜くを見たものはいない.た

とえあったとしてもそのような機能は、それよりも優れた機能を持つDNAやRNAが現れたずっと

昔に失われてしまったに違いない
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